
1. 寝た ばこは、絶対にしない。
2. ストープの周りに燃えやすいものを置かない。
3. こんろを使うときは火のそばを離れない。
4. コン セ ントは ぼ こりを清  し、不 必 要 な プラグ は抜 く

1. 火災 の発生を防ぐために、ストープやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
2. 火災 の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検 し、10年を 目安に交換する。
3. 火災 の 拡 大 を防 ぐため に、部 屋 を整 理 整 頓 レ 寝 具 、衣類 及 び カーテ ンは、防 炎 品 を使 用 す る I

4. 火災 を小さいうちに消すために、消火器等を設置し 使い方を確認 しておく。
5. お年 寄 りや身体の不 自由な人は、避難経路と、避難方法を常に確保 し、備えておく。
6. 防火 防災訓辣への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

地震 火 災 や通 電 火 災 を防 ぐため 1:

- ま具 転 倒 坊 止 対 策 をしましよう。
. 感震 プ レーカーの設 置 をしましよう。
- 耐震 自動 消 火装 置 の付 いた火 気設 備 を使 いましよう。
 住宅 用 火 災警 報 器 や消 火器 の設 置、防 炎 品 の使 用 をしましよう。
. 停電 中は電 化 製 品のスイッチ を切 リ、電源 プラグをコンセントか ら拔 きましよう
. 停電 中に 自宅 を離 れ る際 はプ レーカーを落 ヒしましよう。

※通 電 火 災 とは 、停 電 後 、停 電 が復 旧 した 際 の再 通 電 時 に発 生 が懸 念 さ

林野 火 災 注 意報 '警報 の新 設

林野 火 災 が起 こりやすい時 期 【こ、林 野 火 災 の予 防 上 「注 意 J が必 要 ヒ判 断 され る気 象状 況 になった際 や

林野 火 災 の予 坊 上 「危 險 」な状 況 になった際 に発 令 し 火 の使 用 を制 限するものです。

林野 火 災 の 予 防 上
注意 .を 要 す る 気象 状 況
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林野 火 災 注 意 報 発 令

(気象 伏 況 の 悪 化 )

o
林野 火 災 警 報 発 令

菜例 第 2 9業に よ る 火 気使用 制 唄
 山林 、 原 野 等 に お し1て火 入れ を しな し：こ と。
* 煙 wを消 費 しな し1こと 。
<» 火遊 び ヌ は た き 火 を し な い こ と 。
* 引火 性 ヌ は 爆 発 性 の 物 品 モ の 他 の 可 燃 物 の
付近 で 喫 煙 を しな しXこと 。

- 山林 、 原、野 等 の 場 所 で 、 ル 災 が 発 を ず る お モ
れが 大 で あ る と 認 め て 嶺 北 消 防 組 合 管 理 者 が
指定 した 区域 内 で喫 煙 を しな し1こと 。

itt 残 w、取 俠 ヌ は 火 粉 を 始 末 す る こ と 。


